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図１ Cs と Sr の吸着等温図 

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

 A
 B
 C
 D

R
e
la

ti
ve

 c
o
n
c
e
n
tr

at
io

n
 o

f 
C

s 
(C

/
C

0
)

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

Ca:53, Mg:54, K:7, Na:185 ppm

36 cm・min-1

Sr
 A
 B
 C
 D

R
e
la

ti
ve

 c
o
n
c
e
n
tr

at
io

n
 o

f 
S
r 

(C
/
C

0
)

Bed volume

36 cm・min-1

Cs

Ca:53, Mg:54, K:7, Na:185 ppm

図 2 Cs と Sr の破過曲線 

ケイチタン酸吸着剤（CST）のセシウムとストロンチウムの吸着特性 
Cesium and Strontium adsorption characteristics on crystalline silicotitanite (CST) sorbent 
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ケイチタン酸系吸着剤（CST）は、Cs イオンと Sr イオンを同時に吸着する特徴がある。平衡吸着試

験とカラム試験により 4 種類の CST について Cs と Sr の平衡吸着特性・吸着速度特性を把握した。 

キーワード：福島第一原子力発電所，セシウム、ストロンチウム、吸着剤、ケイチタン酸吸着剤 

 

1. 緒言 

福島第一原子力発電所の汚染水処理では、ケイチタン酸系吸着剤（CST）を用いて Cs と Sr を同時

に除去している。4 種類の CST（A,B,C,D）について福島第一原子力発電所の模擬汚染水で吸着特性

について評価した。 

2. 平衡吸着試験 

Ca：61,  Mg： 52, K： 6, Na； 191 ppm の模擬溶液に CsCl と SrCl2

を混合した（Cs 濃度と Sr 濃度は約 2 ～2000 ppm）溶液を用いた。試

験方法は前報 1)と同様なバッチ振とう法を用いた。Cs と Sr の吸着等温

図を図１に示す。Langmuir 型の吸着(
aC

abC
Q




1
)を示した。すべて

の吸着剤で Sr の吸着容量（Q）より Cs の吸着容量が大きくなった。C

の吸着剤は、Cs と Sr の飽和吸着量（b）が他の吸着剤より大きくなっ

た。Cs と Sr の平衡濃度（10-9～10-7mmol・cm-3）の範囲で Cs の平衡

吸着等温線は、A=B>C=D となり、Sr の平衡吸着等温線は、4 つの吸

着剤でほぼ同じになった。 

3．カラム試験 

試験方法は前報 2)と同様なカラム試験方法を用いた。Ca：53,  Mg： 

54, K： 7, Na； 185 ppm の模擬溶液に Cs と Sr を約 2ppm 添加した

溶液を流速：約 36cm・min-1で内径 2cm 充填高さ 6.5cm のカラムに流

した。Cs と Sr の破過曲線を図 2 に示す。Bed Volume は、通液容量を

カラム体積で割ったものと定義した。カラム試験では、Cs の破過曲線

も Sr の破過曲線も、A>B>D>C の吸着剤の順で立ち上がりが早く、C

が最も Cs と Sr を吸着することが分かった。さらに、Cs と Sr の破過

曲線を比較すると、Cs は Sr より破過曲線の立ち上がりが遅いことか

ら、Sr イオンより Cs イオンの方は吸着速度が速いものと考えられた。 
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